
ロ

ン

ド

ン

の

九

日

間

七
月
半
ば

か
ら
二
週
間
ほ
ど

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
旅
行

し
た
。
西

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
放
送
事
情

を
見

る

こ
と
が

第

一
の
目
的
で
あ

っ
た
。
と
く
に
ベ

ル
ギ
1
は
、
近

隣
諸

国
の
放

送
を
再
送
信
す
る

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ
が

普

及
し
、

「
加

入
世
帯

二
八
〇

万
、
普
及
率

八
五
%

を
超
え
る
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
随

一
の
ケ
ー
ブ

ル
網
普

及

国
」
と
い
う

こ
と
で
関
心
が
あ

っ
た
。
E
C

(欧
州

共
同
体

)
本
部
が
お
か
れ
て

い
る
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
で

は
、
現
在
、
自

国
の
二
系
統

の
テ

レ
ビ
ー

R
T
B

F

(
フ
ラ

γ
ス
語
放
送

)
と
B
R
T

(
オ
ラ

ソ
ダ
語

放

送
)
の
各

ニ
チ

ャ
ソ
ネ

ル
一

の
ほ
か
、

フ
ラ

ソ

ス

・
オ
ラ
ソ
ダ

・
西
ド

イ
ツ

・
ル
ク
池
ソ
ブ

ル
グ

・

イ
ギ
リ
ス

・
イ
タ
リ
ア
諸
国

の
テ

レ
ビ
か
ら
」
～

四

系
統
を
再
送
信

し
、
合
計
十
七

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送

が

ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
通

し
て
み
ら
れ

て
い
る
。
・総

人

口
九
八
五
万
余
、
国
土
面
積
三
万
五
百
平
方

キ

ロ

余

。

こ
の
小
さ
な
静

か
な
国

の
人

々
の
情
報

へ
の
関

荒
牧

富
美
江

心
の
強

さ
は
驚
き

で
あ

る
。

放

送
の
詳
細

に

つ
い
て
は
別

の
機
会

に
譲

る
こ
と

に
し
て
、
今
度

の
旅
行

の
も
う

一
つ
の
目
的

は
ハ

ロ

ソ
ド

ン
で
芝
居
を
観

る
こ
と

で
あ

っ
た
。

昨
年

の
春
、
・北
京

・
西
安

・
上
海

の
各
市
を
ま
わ

っ
て
、
京
劇

・
地
方
劇
、
話
劇

・
児
童
劇
、
そ

の
他

演
劇
人
養
成
学
校
な
ど
を
見
学
、
多
彩
な
中
国
演
劇

研
修

の
旅
を
す

る
こ
と
が

で
き
た
が
、
そ

の
イ
ギ
リ

ス
版
を
、

ロ
ン
ド

ソ
駐
在

の
友

人
が
お
膳
立

て
し

て

く
れ
た

の
で
あ

る
。
夏

の
盛
り

の
演

劇
界
は

シ
ー
ズ

ン

・
オ

フ
の
は
ず
だ
と
思

っ
た
が
～
最

近
は

ア
メ
リ

カ
を
始

め
各
国

か
ら

の
観
光
客

が
多
く
、
切
符

も
と

り

に
く

い
ほ
ど
だ
と

い
う
。

ロ
ン
ド

ン
に
着

い
た

の
は
、

ア

ソ
ド

ル
ー
王
子

と

セ
ー
ラ

・
フ

ァ
ー
ガ

ソ
ン
嬢
と

の
結
婚

式
が
行

わ
れ

る
十
日
ほ
ど
前

で
あ

っ
た
。
バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮
殿
近

く

に
は
、
ウ

ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー-
寺
院

か
ら
馬
車

で

来
ら
れ
る
お

二
人
を
と
ら
え
る

カ
メ
ラ
の
た

め
に
足

場
が
仮

設
さ
れ
、
新

聞
と

テ
レ
ビ
憾
結
婚
式

の
話

題

で
も
ち
き
り
で
あ
る
。
テ

レ
ビ

の
モ
ー

ニ
ソ
グ

シ

ョ

ー
に
は
服
飾
雑
誌

の
編
集
長
が
登
場
し

て
、
ウ

ェ
デ

ィ
ン
グ

・
ド

レ
ス
の
解
説

を
し

て
い
た
。
日
本
で
も

見
な
れ
た
光
景
で
あ
る
。
外

国
か
ら

の
取
材
陣

も
押

し
か
け
て
い
る
ら
し
く
、

ち
ら

っ
と
T
B
S

の
特
派

員

が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、

ま
だ
目
数

が
あ

る
せ

い
か
、
街

に
は
特
別

な
飾

り
も
な
く
、
世
界

一

大
き
な
お
も
ち

ゃ
屋
と
い
わ
れ
る

「
ハ
ム
シ
ー
ズ
」

の

シ

ョ
ー
ウ

ィ
ソ
ド
ウ
に
飾

ら
れ
た
、
等
身
大

の
お

二
人
の
人
形

と
、
馬

に
乗

ら
れ
た
女

王
の
人
形
が
人

目
を
ひ
く
程
度

で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
式

の
二
日

前

に
は
、

ユ
ニ
オ

ソ
ジ

ャ
ッ
ク
の
小
旗
も
鮮

か
に
、

街
路
燈

の
生
花

は
色
ど

り
を
増

し
、
横
道

に
は
モ
ー

ル
の
ア
ー
チ
が

で
き

て
い
た
。

ロ
ソ
ド

ン
三
越

で

『
朝
日
新
聞
』
を
買

っ
た
。
」

部

一
ポ
ン
ド
五
〇

ペ
ソ
ス
(
約

三
六
〇
円
)
で
あ

る
。

『
タ
イ
ム
ズ
』
が

三
二
ペ
ー
ジ
で
二
五
ペ

ソ
ス
だ
か

ら
恐
ろ

し
く
高

い

(
『
朝
日
』

は
、

こ
の

一
月

か
ら

ロ
ン
ド

ソ
で
現
地
印
刷
し

て

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地

に
送

っ
て
い
る
。

パ
リ

の
ホ
テ
ル
で
は
二
ニ
フ
ラ
ン
、
'五

二
〇
円
位
だ

っ
た
と

思

う
)
。
三
越

の
店
員
が
同
情

し
て

「
よ
か

っ
た
ら
昨
日

の
も

お
持
ち

に
な
り
ま
せ

一41-一



ん

か
」

と

古

新

聞

を

サ

ー

ビ

ス

し

て
く

れ

た

。

日

本

の
観

光

客

は
日

本

か
ら

の

ニ

ュ
ー

ス

に
飛

び

つ
く

と

い
う

評

判

だ

が

、

私

も

プ

ロ
野

球

オ

ー

ル
ス

タ

ー
戦

の
載

っ
た
古

い

ス

ポ

ー

ツ
紙

を

隅

々
ま

で
読

ん
だ

。

と

こ

ろ

で
芝

居

の
方

は
、

セ

リ

フ
劇

二

つ
、

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル
ニ

つ
、

シ

ェ
イ

ク

ス

ピ

ア

ニ

つ
と

い
う

メ

ニ

ュ
ー

で
あ

る
。

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
劇

は
、

ロ
ソ

ド

ソ
の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
シ
ア

タ

ー

や
、

ロ
イ

ヤ

ル

・
シ

ェ
イ

ク

ス

ピ

ア

・
カ

ソ
パ

ニ
ー

(
略

称

R

S

C
)

の

本

拠

に

な

っ
て

い

る

バ

ー

ピ

カ

ソ
で

も

三

つ
四

つ
上

演

し

て

い

た
が

、

折

角

だ

か

ら
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
故

郷

で
あ

る

ス
ト

ラ
ト

フ

ォ
ー

ド

.
ア

ポ

ソ

.
エ

イ

ボ

ソ
で
観

る

と

い

う
段

取

り

に

な

っ
て

い

た

。
中

国

で

も
感

じ

た

こ
と

だ

が
、

言

葉

が

十
分

に

理
解

で

き

な

い
の

に

イ

ヤ

ホ

ー

ソ

な

し

の
芝

居

を
観

る

の

△ 「ねずみとり」
セン ト・マーティンズ劇場

は
、

カ
ギ
穴

か
ら
部
屋

の
中
を

の
ぞ
く

よ
う
に
は
が

ゆ

い
。
が
、
負

け
お
し
み
を

い
え
ば
、

"
の
ぞ
き
見

"

の
よ
う
な
楽
し
み
も
あ
る
も

の
で
あ
る
。

セ
リ

フ
劇
剛の

一
つ
は
、

ア
ガ
サ

・
ク
ー-
・
ス
テ

イ
の

「
ね
ず
み
と
り
」
、

一
九
五
二
年

以
来

の

ロ
ソ
グ

ラ

ソ
で
、

三
四
年
目

に
入

っ
た
と

い
う
名
物
芝
居

で
あ

る
。
さ
す
が

は
推
理
小
説

発
祥

の
地
だ
。
劇
場

は
セ

ン
ト

・
マ
ー
テ

ィ
ソ
ズ

(
写
真
上
)
。

古

め
か
し
い

雰
囲
気

で
、
え

ん
じ
色

の
ビ

ロ
ー
ド
様

の
カ
ー
テ
ソ

が
深

々
と
下
り

て
い
る
。
客
席
を
見
回
す
と
、

こ
の

名
物
芝
居

を

一
度

は
観

て
お
か
ね
ば
と

い
う
、
わ
れ

わ
れ

の
よ
う
な

お
上
り

さ
ん
が
多

い
よ
う

に
見
受
け

ら
れ
た
。
推
理
小
説

フ
ァ
ン
で
も
、
そ
う
何
回
も
観

に
く

る
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
ら
、
世
界

一
ロ
ン

グ

ラ
ソ
の
記
録

は

こ
う
し
た
お
客

さ
ん
に
よ

っ
て
支

△ 「レ ・ミゼ ラ ブル 」
パ レ ス ・シ アタ ー

え

ら
れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

。

こ

の
脚

本

も
邦

訳

が

あ

り
、

日
本

で

も

上

演

さ

れ

て

い

る
。

も

う

一
つ
の

セ

リ

フ
劇

は
、

ニ
ー

ル

・
サ

イ

モ

ソ

の

「
思

い
出

の

ブ

ラ
イ

ト

ソ

・
ビ

ー

チ
」
。

R

S

C

の
上
演

で
、

劇

場

は

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
シ

ア

タ

ー
。

テ

ム
ズ
川

の
南
岸
、
映

画

コ
灰
愁
」

の
舞
台

と
な

っ
た

ウ

ォ
ー

タ
ー

ル
ー
橋

の
た
も
と

に
あ
る
。

サ
イ
モ
ソ
は
日
本

で
は
お
馴
染
み

の
作
家

だ
が
、

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
シ
ア
タ
ー
初
登
場
と

い
う
。
観
客

は

若

い
人
が
多

か

っ
た
が
、
観
客

の
示
す
反
応
が
、

日

本
語
訳

で
読

ん
だ
戯
曲

の
印
象
と
異
な
る

の
に
い
さ

さ
か
と
ま
ど

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
作
家

の
も

の
は
イ

ギ
リ
ス
で
も
頻
繁

に
上
演
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
作

品
の
よ
う
に
主
人
公
が
プ

ロ
野
球
狂
な
ど
と

い
う
話

は
、

日
本
人

の
方
が
身
近

か
に
感

じ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
が

ア
メ
リ
カ
文
化
圏

に
属

し
て
い
る

こ
と
を
改

め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ

た
。

一
八
〇

六
年

か
ら
の
歴
史

を
も

つ
劇
場
、

ア
デ

ル

フ
ァ
イ

の
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル

「
ミ
イ

・
ア

ソ
ド

・
マ
イ

ガ
ー

ル
」
は
、
昨

八
五
年

に
最

も
好
評
だ

っ
た
ミ

ュ

ー
ジ
カ

ル
。
主
役

を
は
じ
め
芸
達

者
な
役
者

た
ち

の

キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
き
が
小
気
味

よ
く
、
〈
小

芝
居
〉
の

面
白
さ
を
堪
能
し
た
。
昔
懐
か
し

い
唄
と
踊
り
、
宝

塚

に
夢
中
だ

っ
た
学

生
時
代

を
思

い
出
し
た
。

も
う

一
つ
の
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
は
、

ロ
ソ
ド

ン
で
最

も
新
し

い
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
の

「
レ

ニ
ミ
ゼ

ラ
ブ

ル
」

劇
場
は

パ
レ
ス

・
シ
ア
タ
ー

(
写
真
下
)
で
あ
る
。

ビ
ク
ト
ル

・
ユ
ー
ゴ

ー
の
小
説

の
大
が

か
り
な

ミ

ュ

ー
ジ
カ
ル
化
と

い
う

の
で
評
判
ら

し
く
、
八
七
年

に

は
東
京

で
も
上
演
さ
れ
る
予
定

で
、
す

で
に
オ
1
デ
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イ
シ

ョ
シ
渉

行
わ
れ
た
と
新
聞

に
で
て
い
た
9
脚
色

・演
出

に
は
R
S
C

の
ト
レ
ヴ

ァ
ー
・
ナ
ソ
が
名
を
連

ね
て

い
る
。
回
り
舞
台
を
ぐ

る
ぐ

る
回

し
て
話
を
進

め
、
市
街
戦

の
場
面

で
は
巨
大
な
パ
リ

ケ
1
ド
の
造

り
物
が
現
れ
た
り
、
e
ス
ケ
ー

ル
が
大
き

い
。
登

場
人

物
も
多
く
、
皆

オ
ペ

ラ
の
よ

う
に
堂

々
と
歌
う
。
そ

の
代
り
ず

ン
ス
ー
・
ナ

ン
バ

ー
は
ほ
と
ん
ど

な
く
.

同

行

し
た
友
人

の
娘

は
少

々
不
満
そ
う

で
あ

っ
た
。

さ

て
、
・あ
と

は
ス
ト
ラ
ト

フ
ォ
ー
ド
の

シ

ェ
イ

ク

ス
ぜ

ア
劇
。

ロ
ン
ド

ン
か
ら
高
速
道
路

を
バ

ス
で
三

時
間

。、
道

の
両
側

は
麦
畑

と
牧

場
の
ゆ

る
や
か
な
う

ね
り
が
ど

こ
ま
で
も
続

き
、

地
平

の
彼

方

に
山
な
み

は
見
え
な

い
。
バ

ス
は

い
く

つ
か

の
街

々
を
結

ん

で

ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド

に
着
く
。

ま
ず
、

マ
チ
ネ
ー
は

ス
ワ
ソ
劇
場

で

「
血
縁

の
二

公

子

(弓
≦
o
Z
o
窪
Φ
囚
ぎ
の目
g

)
」
。
現
在

で
は

シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
と

フ
レ

ッ
チ
ャ
ー
の
合
作
と
考
え
ら

れ
て
い
る
作

品
で
、
日
本

で
は
上
演
さ
れ
た

こ
と
が

な

い
よ
う
だ
。
「
ス
ワ
ソ
」
は
客
席
四
百
く
ら

い
の
小

劇
場

で
、
長
方
形

に
張

り
出
し
た
舞
台
を
客
席
が
取

囲
み
、
さ
ら

に
そ

の
ま
わ
り
を
ギ

ャ
ラ
リ

ー
が
囲

ん

で
い
る
。
ギ

ャ
ラ
リ

ー
の
隅

に
は
音
楽

隊
が
居
る
。

ギ
リ

シ
ャ
の
ア
テ
ネ
を
舞
台

に
展
開
さ
れ
る
物
語

は

天
井
か
ら
ゴ

ン
ド

ラ
が
降

り

て
く
る
か
と
思
え
ば
、

役
者
が
切

り
穴

に
引
込
ん
で
ゆ
く

。
裸

の
舞

台

の
奥

か
ら
現

れ
る
役
者

は
、
ど
う

や
ら
日
本

の

バ
カ

マ
、

カ
ミ

シ
モ
な
ど
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得

た
ら
し
い
衣
仙衷
を

つ
け
、
日
本
刀
、
剣
道

の
竹

刀
、

面
な
ど

の
小
道

具

を
携
え

て
い
る
。
次

か
ら
次

へ
と
意

表
を

つ
く
場
面

の
連
続

に
、
長
時

間
バ

ス
に
揺
ら
れ
た
疲
れ
も
吹
飛

ん
だ
が
、
日
本
人

に
と

っ
て
貝
本
趣
味

い

っ
ぱ

い
と

い
う

の
は
、
何
と

は
な

し
に
は
ら

は
ら
さ

せ
ら
れ

る

も

の
で
あ

る
。
客
席

に
,は

パ
ン
ク
ス
タ
イ
ル
も
目
立

ち
、
前
衛
的
な
演
劇
青
年
、
も
し
く

は
演
劇
研
究
家

と

い

っ
た
人

た
ち
が
多

か

っ
た

よ
う
だ
。
,

マ
チ
ネ
ー
が
終
り
、
そ

の
夜

の
宿

で
あ

る

マ
ナ
」

ハ
ヴ

ス
(山
荘
)
に
帰

っ
て
夕
食
を

と
る
。

こ
の
山
荘

は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
や
ベ
ソ

・
ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
も
来

た

こ
と
が

あ
る
と
い
う
由
緒
あ

る
も

の
で
、

二
万
坪
も

あ

り
そ
う
な
荒

れ
た
庭

の
中

に
小

じ
ん
ま
り
と
し
た

赤
煉
瓦

の
建
物
が
点
在
、
宿
泊
客

は
わ
れ
わ
れ
だ

け

だ

っ
た
。
家
具

・
調
度
も
す

べ
て
い
わ
く
あ

り
げ
な

広

い
食

堂
で
、

〃
ピ

ム
"

と
い
う
女
性
向

の
飲
物

を

片
手

に
、
芝
居

の
う

わ
さ
話

を
す
る
の
は
ま
さ
に

シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
見
物

の
醍

醐
味

で
あ

っ
た
。

ソ

ワ
レ
は
、
p
イ
ヤ

ル
・
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
劇
場

で

「
ロ
、・・
オ
と
ジ

ュ
リ

エ
ッ
ト
」
。

こ

こ
で
も
裸

の
舞

台

に
、

い
き
な
り
赤

い
ス
ポ
ー
ツ

・
カ
ー
や
オ
ー
ト

バ

イ
が
現

れ
、

マ
フ
ィ
ア
の
抗
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ

る
。

「
ウ

ェ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」

の
世
界
だ
が
、
原

作

に
忠
実

に
、

ス
ピ
ー
デ

ィ
に
進
む
。

マ
フ
ィ
ア
の

一
方

の
ボ

ス
は
黒
人

の
役
者
。
そ
う

い
え
ば

「
血
縁

の
二
公
子
」

の
片
方
も
黒
人

の
役
者

で
、

R
S

C

に

は
黒
人

の
い
い
役
者
が

い
る
。
最
近
は

シ

ェ
イ

ク
ス
.

ピ

ア
を
現
代
化
す

る
演
出

は
も
う
珍
し
く
な
く
な

ρ

て
い
る
。

一
シ
ー
ズ

ソ
に
十
ち

か
く
も

シ

ェ
,イ
タ
ス

'

ピ

ア
を
上
演

し
て
い
れ
ば
、
何

か
新
し

い
こ
と
を
し

た
く
な

る
の
も
無
理

は
な

い
。

し
か
し
、

ス
ト
ラ
卦

フ
ォ
ー
ド
に
ま

で
来

て

モ
ダ

ソ
な

シ

轟
イ
ク
ス
ピ

ア

を
観

る
と
は
。
か
つ
て
の
映
画
や

B
B
C
テ

レ
ど
が

製
作

し
た
よ
う
な

〃
コ
ス
チ

ュ
ー

ム
プ

レ
イ
"

を
期

待
し

て
い
た

の
で
、

い
さ
さ
か
欲
求

不
満
気
味

だ

っ

た
、

,

:

終

っ
て
表

に
出
る
と
十
二
時

近
く
、
雲

間
か
ら
顔

を

の
ぞ

か
せ
た
半
月

に
、
牧

草
が
白

々
と
光

っ
て

い

た
。
牧
場

の
間

の
道
を
車

で
十
分

く
ら
い
走

っ
て
山

荘

に
帰

っ
た
が
、
か
な
り
寒

か

っ
た
。
絨
緞
を
敷
き

つ
め
た
バ

ス
ル
ー
ム
の
大
き
な
バ

ス
タ
ブ

の
横

で
化

粧
を

お
と
し
、

ク
ラ
シ

ッ
ク
な
高

い
寝

台

に
よ
じ

の

ぼ

っ
て
、
慌

し
く
観

て
き
た

二
つ
の
舞
台

の
印
象
を

反
芻

し
な
が
ら
眠
り

に
つ
い
た
。

到
着

の
日

と
出
立

の
日
を
除
く
と
正
味
七
日
間

の

ロ
ソ
ド

ソ
。
そ

の
間

に
観

た
六
つ
の
芝
居
、

こ
の
旅

も
中
国

の
芝
居
行
脚

に
劣
ら

ぬ
内
容

の
あ

る
旅

に
な

つ
た
。

(
一
九

八
六

・
=

一
・
二
〇
)
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